





































































































	目次
	一 はしがき
	二 監護・教育の性質
	(一) 監護・教育の義務性について
	(二) 監護・教育の権利性について

	三 監護の内容
	(一) 旧法下における議論
	(二) 現行法における解釈

	四 監護者制度の存在意識
	(一) 監護者制度の存在意義について
	(二) 第三者を監護者に指定することについて

	五 判例の検討
	(一) 離婚による親権・監護の父母への分属を肯定した事例
	(二) 父母の一方たる監護者の親権者変更を肯定した事例
	(三) 第三者を監護者に指定した事例
	(四) 第三者が監護者になることを否定した事例

	六 監護者の有する監護の法的根拠
	(一) 否定説
	(二) 肯定説

	七 離婚後の父母による共同監護について
	(一) アメリカにおける共同監護
	(二) 我国における共同監護の可能性

	八 おわりに

